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ゆう薬局グループ 

〒606-8413 京都府京都市左京区浄土寺下馬場町 106 

Tel:075-771-1690 Fax:075-752-9539 

平成 28 年 5月 20 日 発信 

報道関係者各位 

 

日吉地域の住民へ“安心”を届ける 

「健康×生活サポートセンター日吉（仮称）」オープン 

ゆう薬局・ローソン・明治国際医療大学附属病院の共同企画！ 

過疎地域の暮らしを支える生活サポート施設に 

 

京都府下で保険薬局を展開するゆう薬局は、今年 6 月～8 月にかけて京都府南丹市日吉

地域にて、保険薬局に訪問看護ステーション・居宅介護支援事業所・コンビニ（ヘルスケ

アローソン）・コミュニティスペースを併設した複合施設「健康×生活サポートセンター日

吉（仮称）」を段階的にオープン致します。 
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ゆう薬局は保険薬局・ヘルスケアローソンの運営を行います。ヘルスケアローソンとは従来の

コンビニ機能に一般用医薬品、介護・生活用品の商品を豊富に揃えた“生活サポート型コンビニ

エンスストア”です。日吉地域に今までなかった「コンビニ」の機能に加えて、生活用品を充実

させることで、健康と生活を幅広くサポート致します。 

またゆう薬局（保険薬局）と訪問看護ステーション・居宅介護支援事業所（明治国際医療大学

附属病院運営）は「医療・介護」を担う中核施設のひとつとして、近隣医療介護施設と連携し日

吉地域の地域医療・在宅医療を担います。さらに明治国際医療大学との連携では、当施設を学生

実習のフィールドとして利用致します。実践的な社会教育にも繋がり、未来の医療従事者の育成

も視野に入れております。 

コミュニティスペースでは、南丹市や福祉会、介護老人施設などが主催する健康サロン等のイ

ベントや、医療を学ぶ看護学生が企画する「暮らしの保健室」として利用していただきます。 

保険薬局のオープンは 6 月 1 日、その後に他施設が段階的にオープン予定であり、7 月中旬に

はすべての施設が稼働する予定です。 

地域住民の「健康×生活」をトータルでサポートできる施設として「住み慣れた地域で最期ま

で“安心”して暮らせる」施設運営を目指しております。 

 

《施設概要》 

  所在地：京都府南丹市日吉町保野田長通１６－３ 

   ・日吉ゆう薬局（保険薬局） 6 月 1 日開局 

      TEL：0771-72-5001 FAX：0771-72-5011 

   ・コミュニティスペース   7 月中旬オープン予定 

   ・ローソン明治国際医療大学前店  7 月中旬オープン予定 

   ・訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所  7 月中旬オープン予定 

 

※本施設「健康×生活サポートセンター日吉（仮称）」の名称を広く地域に公募致します。 

   公募は 6 月 1 日以降を予定。 

本施設全体稼働に合わせたセレモニー（7 月中旬予定）にて名称発表を致します。 

 

【取材対応可能日程等】 

 平成 28 年 5 月 23 日以降で適宜日程時間調整させていただきます。 

 電話対応については下記のとおり随時対応致します。 

平日 9 時～18 時 075-771-1690 ゆう薬局グループ本部（担当：飛田
と び た

始穂） 

土日祝祭日、時間外 090-6321-8156（ゆう薬局グループ広報担当 船戸
ふ な と

一晴） 

 

【本リリース提出先（敬称略）】 

  京都経済記者クラブ、京都府政記者クラブ、南丹市政記者クラブ、業界メディア各社 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

広報担当者名：飛田始穂 

TEL：075-771-1690  FAX：075-752-9539  E-mail：s-tobita@uno-upd.co.jp 

mailto:s-tobita@uno-upd.co.jp
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【南丹市日吉地域の現状、施設運営に至った背景（参考）】 

京都府のほぼ中心に位置する南丹市日吉地域は、山間地域であるかやぶき造りの建物をはじめとする日本の

原風景が色濃く残る自然豊かな山間地域であり、“森の京都”を代表する地域の一つでもあります。また、明治

国際医療大学・附属病院が重要な地域資源として存在する医療・学生の街でもあります。しかし、都市から離

れた多くの地方過疎地域と同様に過疎高齢化が進んでいる地域でもあり、コンビニを始めとした生活資源が乏

しい地域でもありました。 

また高齢化が進み国の財政を圧迫する医療費。また病院の受け入れも厳しい状態が続く中で、地域資源全体

で高齢者を支えていこうとする「地域包括ケアシステム」という考えが国の方針として進められております。

そのなかでは地域行政・医療介護・生活支援が連携し一体となった地域住民の支援体制の構築が必要とされて

おります。 

以上の状況を鑑み、ゆう薬局では健康・医療・介護・生活支援を地域の関連機関と連携のうえ実施する複合

施設「健康×生活サポートセンター日吉（仮称）」の運営を行う運びとなりました。明治国際医療大学・京都府

南丹市をはじめ地域の方々のご理解ご協力を頂きながら、関係機関と連携して地域に暮らす皆さまの健康×生

活をサポート出来るような運営を行って参ります。 

 

 


